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令和３年度「インターネット利用等に関する調査」結果 

鹿児島県教育庁義務教育課・高校教育課
 

 

Ⅰ 保護者に対する調査 

 １ 児童生徒のインターネット接続機器の所持率（％）  

ここでいうインターネット接続機器とは，携帯電話(スマートフォンを含む)，ゲーム機，パ

ソコン，タブレット型端末，携帯音楽プレーヤー等，インターネットに接続できる機器を指す。 

※ 全回答者数に対する割合  

 自分専用を所持 (①) 家族共用を使用 (②) 所持又は使用 (①+②) 未所持・未使用 

 R3 

保護者 

R2 

児・生 

H30 

保護者 

R3 

保護者 

R2 

児・生 

H30 

保護者 

R3 

保護者 

R2 

児・生 

H30 

保護者 

R3 

保護者 

R2 

児・生 

H30 

保護者 

小 学 校 35.6 42.0 40.6 55.9 48.8 49.1 91.5 90.8 89.6  8.5  9.2 10.4 

中 学 校 66.6 75.1 55.6 31.3 22.4 39.9 97.9 97.5 95.5  2.1  2.5  4.5 

高 等 学 校 98.3 98.8 96.4  1.4  1.0  2.9 99.7 99.8 99.3  0.3  0.2  0.7 

特別支援学校 38.0 40.2 38.0 42.0 36.1 33.8 80.0 76.3 71.8 20.0 23.7 28.2 

   ○ 小学校，中学校，高等学校の児童生徒の９割以上が，携帯電話（スマートフォンを含む），

ゲーム機，パソコン等のインターネットに接続できる機器を所持又は使用している。 

○ 小学校，中学校，高等学校と年齢が上がるにつれて，自分専用の機器の所持率が増加して

いる。高等学校では，ほぼ全員（98.3％）が自分専用の機器を所持している。 

   ○ 携帯電話以外の機器でもインターネットに接続できることから，ゲーム機をはじめとする

インターネット接続機器の購入前や，家族で共用するインターネット接続機器を使用させる

場合には，利用する内容を家庭内で十分話し合うことが必要である。 

 

 

 

 

○調査時期 令和３年７～９月 

○調査対象 県内公立小学校，中学校，義務教育学校，高等学校及び特別支援学校の全保護者。 

      ※ 平成 30 年度より，「保護者対象」，「調査なし」，「児童生徒対象」の３年間のサ

イクルで実施している。 

○対象校数 789 校（小学校488校，中学校205校，義務教育学校９校，高等学校71校，特別支援学校16校） 

○回答者数 136,611人（小学校 75,909 人，中学校 35,114 人，高等学校 23,371 人，特別支援学校 2,217 人） 

○調査方法 県教委が作成した無記名アンケート 

 

 【参考】 

［令和２年度調査］ 

○調査時期 令和２年７～９月 

○調査対象 県内公立小学校，中学校，義務教育学校，高等学校及び特別支援学校の全児童生徒。 

○回答者数 151,926人 

 

［平成 30 年度調査］ 

○調査時期 平成 30 年７～９月 

○調査対象 県内公立小学校，中学校，義務教育学校，高等学校及び特別支援学校の保護者。た

だし，小学校及び特別支援学校小学部については，４年生以上の保護者。 

○回答者数 89,995 人 
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 ２ 児童生徒の携帯電話（スマートフォンを含む）の利用について 

  (1) 自分専用の携帯電話(スマートフォンを含む)の所持率（％）  

   ※ 全回答者数に対する割合 

 令和３年 

（保護者対象） 

令和２年 

（児童生徒対象） 

平成 30 年 

（保護者対象） 

小 学 校 
従来型携帯電話  ５．５ 

１６．２ 
 ８．１ 

１８．４ 
 ９．４ 

１６．２ 
スマートフォン １０．７ １０．３  ６．８ 

中 学 校 
従来型携帯電話  ３．９ 

４８．０ 
 ８．８ 

５３．０ 
 ６．４ 

３１．１ 
スマートフォン ４４．１ ４４．２ ２４．７ 

高 等 学 校 
従来型携帯電話  １．７ 

９７．７ 
 ２．３ 

９８．０ 
 ３．０ 

９５．４ 
スマートフォン ９６．０ ９５．７ ９２．４ 

特別支援学校 
従来型携帯電話  ２．１ 

２３．６ 
 ２．９ 

２３．３ 
 ４．１ 

２２．６ 
スマートフォン ２１．５ ２０．４ １８．６ 

○ いずれの学校種においても，従来型携帯電話の所持率は減少し，スマートフォンの所持率が

増加している。 

○ 中学校は約半数の生徒が，高等学校ではほぼ全員が，自分専用の携帯電話を所持している。 

○ 令和２年度の児童生徒を対象とした調査と比較すると所持率が減少しているが，これは，「専

用の携帯電話」との認識が，児童生徒と保護者とで異なることなどが原因の一つとして考えら

れる。 

  ○ 家庭と学校が連携し，児童生徒に正しい利用方法について考えさせることが必要である。 

 

(2) 自分専用の携帯電話(スマートフォンを含む)のフィルタリング設定率（％）  

       ※ 自分専用の携帯電話所持者のうち，フィルタリングを設定している者 

 令和３年 

（保護者対象） 

 令和２年 

（児童生徒対象） 

平成 30 年 

（保護者対象） 

小 学 校 ８７．７ ９０．５ ７９．４ 

中 学 校 ８７．５ ８７．３    ７７．８ 

高 等 学 校 ８９．２ ８６．３    ８１．４ 

特別支援学校 ８９．１ ８４．２   ７７．１ 

○ 各学校での継続した取組や県として保護者に啓発資料を配付してきたこと等により，いず

れの学校種においても約９割がフィルタリングを設定しており，平成 30 年度から比較すると

設定率は増加傾向にあるなど，フィルタリングに対する保護者の高い意識が継続していると

考える。 

○ ただ，依然として未設定の家庭も１割以上ある。理由としては「使いたいウェブサイトに

接続できなくなる」や「アプリが使えなくなる」といったこと等が挙げられることから，段階

的なフィルタリング設定等も紹介しつつ，引き続き，ＰＴＡとも連携しながら，児童生徒と保

護者に対する啓発に取り組んでいく。 
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 ３ インターネット接続機器の利用に関する家庭内ルールについて 

  (1) 家庭内ルールの設定率（％） 

   ※ 自分専用の機器所持者及び家族共用の機器の使用者のうち，家庭内ルール設定がある者。 

 令和３年 

（保護者対象） 

令和２年 

（児童生徒対象） 

平成 30 年 

（保護者対象） 

小 学 校 ８８．５ ８１．０ ８２．４ 

中 学 校 ８４．９ ６７．１ ７９．３ 

高 等 学 校 ７３．４ ５０．５ ６５．９ 

特別支援学校 ７７．２ ６９．０ ７９．１ 

○ 各学校に対して，啓発資料の周知・配付等を行ってきたところ，いずれの学校種において

も家庭内ルールの設定率は増加傾向にある。 

○ 児童生徒に対する調査と保護者に対する調査との間に大きな差が見られる。これは，保護

者は「家庭内ルール」として設定しているものの，児童生徒は設定されたルールを認識して

いないことなどが理由の一つとして考えられる。このため，保護者と児童生徒が家庭内ルー

ルを十分に話し合い，お互い納得した上で具体的な項目を設定することや，児童生徒の発達

の段階に合わせたルールの見直し等，運用の工夫も紹介することにより，引き続き，児童生

徒と保護者に対する啓発を継続していくことが必要である。 

 

   （参考）家庭内ルールの例 

    ○ スマホの利用時間，利用サイト，料金を決める。 

    ○ 知らない人とのやりとり（メッセージ，写真）はしない。 

    ○ 個人を特定されるような情報・写真（ＳＮＳのＩＤ等の連絡先，氏名，住所，学校名な

ど）は絶対アップしない。 

    ○ 困ったときは，すぐに親や学校等に連絡する。 
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  (2) 家庭内ルールの内容（％）    ※ 家庭内ルール設定者に対する割合（複数回答） 

 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 

使用時間の 

制限 

Ｒ３（保護者） ７７．２ ６７．９ ４５．４ ６９．７ 

Ｒ２（児童生徒） ７９．３ ６７．４ ４２．２ ７１．４ 

Ｈ30（保護者） ６８．１ ５６．３ ３０．８ ５２．４ 

利用マナーを 

決めている 

Ｒ３（保護者） ３２．７ ５７．７ ７３．３ ３２．１ 

Ｒ２（児童生徒） ３７．３ ６０．０ ６１．７ ３１．４ 

Ｈ30（保護者） ３３．３ ４９．７ ４５．６ ３１．５ 

保管場所を 

決めている 

Ｒ３（保護者） ３８．２ ３５．４ １７．１ ３７．８ 

Ｒ２（児童生徒） ３９．５ ２３．６ １３．８ ３５．９ 

Ｈ30（保護者） ３５．５ ３１．４ １３．５ ２９．１ 

接続先を 

制限している 

Ｒ３（保護者） ２５．５ ２３．３ １０．６ ２４．２ 

Ｒ２（児童生徒） ２３．０ １３．８ ５．１ １８．４ 

Ｈ30（保護者） ２５．３ １９．２ ６．１ １８．７ 

保護者が 

接続記録を 

確認する 

Ｒ３（保護者） ３１．８ ２９．９ ８．９ ３０．２ 

Ｒ２（児童生徒） ２７．６ １６．７ ５．８ ２３．２ 

Ｈ30（保護者） ３２．６ ２６．８ ５．８ ２６．７ 

毎月の料金の

制限 

Ｒ３（保護者） ５．３ １１．０ ２１．８ ８．６ 

Ｒ２（児童生徒） ６．１ １０．０ １６．３ ９．４ 

Ｈ30（保護者） ７．１ １０．４ １４．２ １２．７ 

使用する 

場面を 

決めている 

Ｒ３（保護者） ６３．１ ５６．９ ５２．８ ６３．２ 

Ｒ２（児童生徒） ６４．６ ５８．０ ４９．７ ６７．１ 

Ｈ30（保護者） （調査項目なし） 

 

○ 小学校，中学校，特別支援学校では，「使用時間の制限」が多い。高等学校では，「利用マ 

ナーを決めている」が多い。「９時ＯＦＦ」など，使用時間の上限を決める取組を地区全体で

進めているケースも見られてきている。 

○ 児童生徒が主体的にルールを守るようにするためには，親子で十分話し合い，お互いに納

得した上でルールを設定することが望ましい。各学校等において，家庭内ルールの内容や必

要性をリーフレット等の資料を活用して，学年・学級ＰＴＡ，家庭教育学級等で直接，児童

生徒や保護者に啓発していくことが必要である。また，インターネットで繋がっている児童

生徒は同じ学校の児童生徒とは限らず，複数の学校や，場合によっては複数の市町村にまた

がって児童生徒が繋がっている場合も多いことから，県ＰＴＡ連合会とも連携を図り，中学

校区単位，市町村単位など，広域での各学校共通のルール設定や，情報モラル教育のＰＴＡ

研修の実施の検討等について助言していく。 
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 ４ 学校以外でのインターネット※利用について   

  (1) 最も長い時間利用している内容             ※ 全回答者数に対する割合 

順 小 学 校 

令和３年度（保護者） 令和２年度（児童生徒） 平成 30 年度（保護者） 

内容 ％ 内容 ％ 内容 ％ 

１ 音楽，画像，動画の閲覧
 

45.4 音楽，画像，動画の閲覧
 

34.8 音楽，画像，動画の閲覧
 

34.1 

２ ゲーム 28.8 ゲーム 28.4 ゲーム 27.9 

３ 学習活動 10.6 学習活動  8.8 学習活動 22.5 

４ SNS などでのｺﾐｭﾆｹｰｼ

ｮﾝ（LINE 等） 
 4.2 メール(E ﾒｰﾙ,ｼｮｰﾄﾒｰﾙのみ）  7.6 

SNS などでのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

（LINE 等） 
2.4 

５ メール(E ﾒｰﾙ,ｼｮｰﾄﾒｰ

ﾙのみ） 
 1.5 

買い物やチケットの予約

等 
 4.9 

メール(E ﾒｰﾙ,ｼｮｰﾄﾒｰﾙの

み） 
1.5 

６ 買い物やチケットの

予約等 
 0.2 

SNS などでのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

（LINE 等） 
 4.5 

買い物やチケットの予約

等 
0.3 

 その他  0.6 その他  0.8 その他 0.5 

  

順 中 学 校 

令和３年度（保護者） 令和２年度（児童生徒） 平成 30 年度（保護者） 

内容 ％ 内容 ％ 内容 ％ 

１ 音楽，画像，動画の閲覧
 

42.3 音楽，画像，動画の閲覧
 

26.5 音楽，画像，動画の閲覧
 

35.9 

２ ゲーム 22.2 ゲーム 25.2 学習活動 23.5 

３ SNS などでのｺﾐｭﾆｹｰｼ

ｮﾝ（LINE 等） 
16.2 

SNS などでのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

（LINE 等） 
18.6 ゲーム 20.4 

４ 
学習活動 12.3 

メール(E ﾒｰﾙ,ｼｮｰﾄﾒｰﾙの

み) 
12.1 

SNS などでのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

（LINE 等） 
12.0 

５ メール 

(E ﾒｰﾙ,ｼｮｰﾄﾒｰﾙのみ) 
 2.3 

買い物やチケットの予約

等 
 7.9 

メール(E ﾒｰﾙ,ｼｮｰﾄﾒｰﾙの

み) 
 1.8 

６ 買い物やチケットの

予約等 
 0.4 学習活動  6.2 

買い物やチケットの予約

等 
 0.3 

 その他  0.4 その他  0.9 その他  0.4 

 

順 高 等 学 校 

令和３年度（保護者） 令和２年度（児童生徒） 平成 30 年度（保護者） 

内容 ％ 内容 ％ 内容 ％ 

１ 音楽，画像，動画の閲覧
 

41.1 
SNS などでのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

（LINE 等） 
32.4 音楽，画像，動画の閲覧

 
32.7 

２ 
SNS などでのｺﾐｭﾆｹｰｼ

ｮﾝ（LINE 等） 
27.7 音楽，画像，動画の閲覧

 
30.8 

SNS などでのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

（LINE 等） 
27.1 

３ ゲーム 16.9 ゲーム 21.5 学習活動 19.1 

４ 学習活動  9.8 
メール 

(E ﾒｰﾙ,ｼｮｰﾄﾒｰﾙのみ) 
 7.7 ゲーム 15.7 

５ 
メール 

(E ﾒｰﾙ,ｼｮｰﾄﾒｰﾙのみ) 
 2.4 学習活動  3.2 

メール 

(E ﾒｰﾙ,ｼｮｰﾄﾒｰﾙのみ) 
 2.4 

６ 
買い物やチケットの

予約等 
 0.2 

買い物やチケットの予約

等 
 2.5 

買い物やチケットの予約

等 
 0.2 

 その他  0.3 その他  0.4 その他  0.2 

 

※ 携帯電話(スマートフォンを含む)，ゲーム機，パ
ソコン，タブレット型端末，携帯音楽プレーヤー
等，インターネット接続機器の種類は問わない。 
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順 特 別 支 援 学 校 

令和３年度（保護者） 令和２年度（児童生徒） 平成 30 年度（保護者） 

内容 ％ 内容 ％ 内容 ％ 

１ 音楽，画像，動画の閲覧
 

54.2 音楽，画像，動画の閲覧
 

42.2 音楽，画像，動画の閲覧
 

40.2 

２ ゲーム 14.6 ゲーム 16.1 ゲーム 14.5 

３ 学習活動  4.6 学習活動  5.7 学習活動  8.8 

４ 
SNS などでのｺﾐｭﾆｹｰｼ

ｮﾝ（LINE 等） 
 3.7 

SNS などでのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

（LINE 等） 
 4.2 

SNS などでのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

（LINE 等） 
 4.0 

５ 
メール 

(E ﾒｰﾙ,ｼｮｰﾄﾒｰﾙのみ) 
 0.7 

メール 

(E ﾒｰﾙ,ｼｮｰﾄﾒｰﾙのみ) 
 3.6 

メール 

(E ﾒｰﾙ,ｼｮｰﾄﾒｰﾙのみ) 
 0.9 

６ 
買い物やチケットの

予約等 
 0.1 

買い物やチケットの予約

等 
 1.5 

買い物やチケットの予約

等 
 0.1 

 その他  0.9 その他  0.6 その他  0.6 

○ いずれの学校種においても，「音楽，画像，動画の閲覧」などに時間を割いている児童生徒

が最多である。 

○ 学校種が上がるにつれ，「ゲーム」の割合は減少し，「ＳＮＳ（ＬＩＮＥ）などでのコミュ

ニケーション」の割合が増加している。 

○ 小学校，中学校，高等学校の 1割程度の児童生徒が「学習活動」で最も多い時間利用してい

る。 

○ 学校種が上がるにつれ，保護者と児童生徒の認識の差が大きくなる傾向がみられる。 

○ インターネットの利用については，児童生徒の健康面に十分留意した上で，学習活動におけ

る適切な利用が進むよう啓発を進めることが必要である。 
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(2) 平日の平均利用時間（％）             ※ 全回答者数に対する割合 

 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 

利用して 

いない 

Ｒ３（保護者） １７．６   ５．５  ０．８ ２３．８ 

Ｒ２（児童生徒） １８．６   ４．８  ０．９ ２５．７ 

Ｈ30（保護者） ２１．１ １０．２  １．７ ３６．４ 

３０分未満 

Ｒ３（保護者） １９．３ １１．６  ２．９ １０．１ 

Ｒ２（児童生徒） ２０．１  ９．６  ２．９ １３．２ 

Ｈ30（保護者） ２８．７ ２０．６  ６．９ １２．２ 

３０分以上～ 

１時間未満 

Ｒ３（保護者） ２６．０ ２１．７ １０．６ １５．７ 

Ｒ２（児童生徒） ２３．５ １６．１ １１．６ １６．１ 

Ｈ30（保護者） ２４．２ ２６．４ １７．３ １５．２ 

１時間以上～ 

２時間未満 

Ｒ３（保護者） ２２．５ ３０．７ ２８．８ ２０．２ 

Ｒ２（児童生徒） １９．９ ２４．９ ２８．１ １６．４ 

Ｈ30（保護者） １６．０ ２４．６ ３１．５ １７．０ 

２時間以上～ 

３時間未満 

Ｒ３（保護者）  ８．１ １７．２ ２８．３ １４．３ 

Ｒ２（児童生徒）  ９．３ ２１．４ ２６．６ １０．９ 

Ｈ30（保護者）  ４．８ １０．５ ２３．３ １０．４ 

３時間以上～ 

４時間未満 

Ｒ３（保護者）  ２．４  ６．４ １５．１  ５．７ 

Ｒ２（児童生徒）  ３．８ １２．１ １４．８  ５．６ 

Ｈ30（保護者）  １．２  ３．３ １０．０  ４．５ 

４時間以上～ 

５時間未満 

Ｒ３（保護者）  ０．７  ２．２  ５．９  ２．６ 

Ｒ２（児童生徒）  １．６  ５．５  ６．７  ３．３ 

Ｈ30（保護者）  ０．５  １．４  ３．５  １．９ 

５時間以上 

Ｒ３（保護者）  ０．７  ２．２  ６．３  ３．０ 

Ｒ２（児童生徒）  １．７  ４．５  ７．３  ４．６ 

Ｈ30（保護者）  ０．９  １．２  ３．５  １．２ 

未回答 

Ｒ３（保護者）  ２．７  ２．５  １．３  ４．６ 

Ｒ２（児童生徒）  １．５  １．１  １．１  ４．２ 

Ｈ30（保護者）  ２．６  １．８  ２．３  １．２ 

○ １日の利用時間が２時間以上の割合は，小学校では 11.9％，中学校では 28.0％，高等学校

では 55.6％，特別支援学校では 25.6％となっている。特に，１日の利用時間が３時間以上と

なる生徒が，中学校では 10.8％，高等学校では 27.3％となっている。また，４(5)で示す「イ

ンターネットを長時間利用していると感じている」保護者の割合と比較すると，保護者が長

時間利用だと感じる閾値は，小学校では「１～２時間」，中学校，高等学校，特別支援学校で

は「２～３時間」である。 

○ 平成 30年度からの傾向として，学校種が上がるにつれ使用時間が長くなっている。具体的

には，平成 30 年度から一貫して増加の傾向にある利用時間は，小学校は 30 分以上～１時間

未満及び１時間以上～２時間未満，中学校は１時間以上～２時間未満，高等学校は２時間以

上～３時間未満及び３時間以上～４時間未満となっており，また，短時間の利用者の割合が

減少していることから，全体的に利用時間が長くなっている傾向がある。 

○ 学級活動や保健指導，保健体育の授業等において，長時間利用が続くと，視力の低下や睡

眠時間の減少，基本的な生活習慣の乱れによる不登校に繋がることなどの問題点を提示し，

児童生徒自身に考えさせる場面を設けることが必要である。また，利用時間に関する家庭内

ルールの設定などの保護者への啓発も必要である。 
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  (3) インターネット利用上で困った（困っている）ことがある割合（％） 

                                 ※ 全回答者数に対する割合 

 令和３年 

（保護者対象） 

令和２年 

（児童生徒対象） 

平成 30 年 

（保護者対象） 

小 学 校  １４．８  ４．１  ８．４ 

中 学 校   １７．４  ６．１ １２．８ 

高 等 学 校  １４．１  ７．５ １１．１ 

特別支援学校  １２．６  ６．２  ７．６ 

   

(4) インターネットを利用する中で，経験したことのある事例（％） 

                          ※ 全回答者数に対する割合（複数回答） 

  小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 

誰が送ったかわからないメー

ルやチェーンメールなどの迷

惑メールが増えた。 

Ｒ３（保） ② ０．５ ② ２．０   ② ２．４ ③ ０．６   

Ｒ２(児・生)  ０．９  ４．１  ５．８  １．５ 

Ｈ30（保）  ０．８  １．９  ２．１  ０．９ 

悪口や，いやなうわさ話を書か

れたことがある。 

Ｒ３（保） ① １．２  ① ２．５  ① ２．５  ① １．３      

Ｒ２(児・生)  ２．０  ４．１  ４．４  ３．２ 

Ｈ30（保）  ０．７  ２．０  ２．１  １．１ 

ＳＮＳサイトやゲームサイト

等で知り合った人と会ったこ

とがある。 

Ｒ３（保）    ０．１    ０．３     ０．４    ０．２ 

Ｒ２(児・生)  ０．６  １．５  １．９  ０．８ 

Ｈ30（保）  ０．１  ０．３  １．０  ０．１ 

自分の個人情報や写真を勝手

に流されたり，悪用されたりし

た。 

Ｒ３（保）    ０．２     １．０ ③ １．２    ０．３ 

Ｒ２(児・生)  ０．５  ２．１  ２．２  ０．７ 

Ｈ30（保）  ０．１  ０．８  ０．９  ０．４ 

アプリ等でのグループから仲

間外れにされたり，いやな思い

をしたりしたことがある。 

Ｒ３（保）    ０．４ ③ １．２    ０．９     ０．５ 

Ｒ２(児・生)  ０．５  １．２  １．３  ０．６ 

Ｈ30（保）  ０．３  １．３  １．１  ０．５ 

他人からしつこいメールが送

られたり，つきまとわれたりし

た。 

Ｒ３（保）    ０．１   ０．６   ０．９ ③ ０．６  

Ｒ２(児・生)  ０．４  ２．４  ２．５  ０．９ 

Ｈ30（保）  ０．２  ０．５  ０．９  ０．４ 

サイトを利用して，多額の料金

を請求されて困った。 

Ｒ３（保） ② ０．５    ０．７    ０．７ ② １．０ 

Ｒ２(児・生)  ０．４  ０．７  ０．７  ０．４ 

Ｈ30（保）  ０．５  ０．８  ０．８  ０．９ 

   ○ いずれの学校種においても，「悪口や嫌なうわさ話を書かれたことがある」が最も多く，次

いで「誰が送ったわからないメールやチェーンメールなどの迷惑メールが増えた」が多い。 

     ○ その他の事例（自由記述）として，「使用時間等，保護者の注意を聞かない」「ルールを守

らない」「子供に不適切な広告が表示される」等の回答が多くあった。 

○ 令和２年度の児童生徒対象の調査と，平成 30 年度及び令和３年度の保護者調査とを比較す

ると，児童生徒対象の調査の値が高い傾向にあることから，保護者が児童生徒の利用状況を把

握できていない状況が考えられる。このため，トラブルに遭った際はすぐに大人に相談すると

ともに，日頃から相談しやすい関係づくりの構築に努めることを指導するとともに，関係機関

の相談窓口を周知すること等にも取り組む必要がある。 

   ○ 情報モラルの指導においては，インターネットの適切な利用について，事例を通して具体的

に注意すべきことを学習することや，フィルタリング及び家庭内ルールの設定の啓発等，小学

校段階から計画的・体系的に十分取り組み，充実させることが必要である。 
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  (5) インターネットの利用に関して感じていること（％） 

                          ※ 全回答者数に対する割合（複数回答） 

  小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 

インターネットを長時間利

用していると感じている。 

Ｒ３（保） １５．５ ２６．５ ３０．６ １６．０ 

Ｒ２(児・生) １２．６ ２５．２ ３７．８ １４．６ 

Ｈ30（保） １２．１ １９．９ ２８．８ １２．４ 

サイトの利用やメッセージ

のやりとりで睡眠不足にな

ったりしたことがある。 

Ｒ３（保）  ２．５  ７．８ １０．３  ２．９ 

Ｒ２(児・生)  ４．６ １７．０ １８．０  ４．９ 

Ｈ30（保）  ２．０  ７．１ １１．６  ３．４ 

サイトの利用やメッセージ

のやりとりで勉強に集中で

きないことがある。 

Ｒ３（保）  ３．１ １３．６ １４．６  １．３ 

Ｒ２(児・生)  ３．４ １１．５ １６．８  ２．７ 

Ｈ30（保）  ３．５ １４．２ １９．６  １．６ 

寝るために布団に入って

も，携帯電話やインターネ

ット機器が手放せない。 

Ｒ３（保）  ２．５  ８．９ １４．０  ６．１ 

Ｒ２(児・生)  ２．７  ７．９ １１．３  ５．１ 

Ｈ30（保）  ２．５  ７．９ １６．７  ５．３ 

インターネットの利用を制限さ

れると，イライラしたり落ち着

かなかったりすることがある。 

Ｒ３（保）  ９．４ １２．１  ８．６ １１．３ 

Ｒ２(児・生)  ６．３  ６．９  ６．２  ７．３ 

Ｈ30（保）  ６．０ １０．０  ９．１  ６．６ 

 

上記のうち１つ以上選択し

た保護者  

Ｒ３（保） ２３．０ ４２．２ ４３．４ ２１．５ 

Ｒ２(児・生) ２０．８ ４３．１ ５４．０ ２１．２ 

Ｈ30（保） １７．０ ３４．１ ４６．３ １８．０ 

○ いずれの学校種においても，「インターネットを長時間利用していると感じている」割合

が児童生徒，保護者ともに最も多く，また，学校種が上がるにつれて増加している。 

○ 「長時間利用」や「睡眠不足」の項目では，学校種が上がるとともに保護者と児童生徒の認

識に相違が生じている。また，「インターネットの利用を制限されると，イライラしたり落ち

着かなかったりすることがある」の項目については，保護者と児童生徒との認識の相違が大

きい。 

○ 長時間利用及び睡眠不足の実態からも，学級活動や保健指導，保健体育の授業等において，

長時間利用に伴う視力の低下や睡眠時間の減少，基本的な生活習慣の乱れ等に繋がることな

どの問題点を提示し，児童生徒自身に考えさせる場面を設けることが必要である。また，各家

庭で保護者が子供と一緒に具体的なルール作りを行ったり，ルールを破りそうになる場面や

ルールを守る工夫をあらかじめ考えたりする等，各家庭における子供たちがインターネット

を自律的に利用できるような取組や保護者の見届けも必要である。 
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Ⅱ 学校に対する調査 

 １ 携帯電話(ｽﾏｰﾄﾌｫﾝを含む｡)の校内への持込みについて（％）   

                                       ※ 全回答数に対する割合 

  小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 

ア 例外なく許可していない 

Ｒ３ ６６．２ ８０．４ ２．８ ０．０ 

Ｒ２ ６９．７ ８５．４ ７．１ ０．０ 

Ｈ30 ７８．９ ９０．５ １２．７  ６．３ 

イ 条件付きで許可する 

Ｒ３ ２８．６ １８．２ ９４．４ ９３．７ 

Ｒ２ ２６．９ １４．１ ８８．７ ９３．７ 

Ｈ30 ２０．２  ９．５ ８４．５ ８１．３ 

ウ 規定なし※ 

Ｒ３  ５．２  １．４  ２．８  ６．３ 

Ｒ２  ３．４  ０．５  ４．２  ６．３ 

Ｈ30  １．０  ０．０  ２．８ １２．５ 

   ○ 小学校，中学校では，「例外なく許可していない」学校が多くを占めているが，「条件付き 

で許可」する学校が増えている。 

    （文部科学省の通知[H21，R2]では，緊急の連絡手段とせざるを得ない場合等に保護者から学

校に対して申請するなどして，条件付きで携帯電話の持込みを認めることができるとされてい

る。） 

   ※ 携帯電話の持込みがなく，議論が行われていないために「規定なし」と回答している学校が

あったが，持込みの許可や条件についてあらかじめ検討しておく事が望ましい。 

 

 ２ 条件付きで許可している学校の条件の内容（上記１イを選択した学校のみ）（％） 

                         ※ 本項目回答数に対する割合（複数回答） 

  小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 

保護者名で申請書提出 

Ｒ３ ６３．４ ７９．５ ８３．６ １００．０ 

Ｒ２ ５７．０ ７６．７ ８５．７  ８６．７ 

Ｈ30 ５２．０ ６１．９ ８０．０  ６９．２ 

フィルタリング設定 

Ｒ３ ４９．３ ２０．５ ７９．１  ９３．３ 

Ｒ２ ３９．３ ３６．７ ８５．７  ８０．０ 

Ｈ30 ３０．４  ４．８ ６６．７  ６９．２ 

機能を限定した機種のみ 

Ｒ３ ２２．５  ５．１  ０．０   ６．７ 

Ｒ２ １８．５ １０．０  ０．０   ０．０ 

Ｈ30 ２１．６  ９．５  ０．０   ０．０ 

 ＜その他の例＞  

 ・相談があった場合のみ個別に対応している。 

 ・位置情報の使用に限り認めている。 

  ・校内で使用しないこととしている。 

○ 基本的には，学校や児童生徒，地域の実態に応じて，学校がルールを決めるものであるが，

校内への持ち込み及び利用については，保護者や児童生徒にも丁寧に説明をし，理解を得るこ

とが必要である。 

○ 調査時点では，フィルタリングの設定を条件としている小学校，中学校の割合がそれぞれ

49.3％，20.5％であったが，指導を行った上で，調査後に改めて聞き取りを行ったところ，各

学校における取組が進んだことにより，小学校では 88.7％，中学校では 76.9％に増加してい

る。フィルタリング設定を条件としていない理由として，例えば，機能が限定された機種（キ

ッズ携帯等）のみ許可していること等が挙げられる。 


